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橋
本　

旦
子

坪
内
士
行
と
日
本
舞
踊
に
関
す
る
考
察

 ﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
坪
内
士
行　

②
日
本
舞
踊　

③
舞
踊
論　

④
芸
能　

⑤
坪
内
逍
遙
﹈

は
じ
め
に

「
日
本
舞
踊
」
を
含
む
「
舞
踊
」
の
学
理
的
研
究
の
始
ま
り
は
、
そ
れ
ら
を
命
名
し
た
坪
内
逍
遙
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
五
）

に
あ
る
と
さ
れ
る（

1

）。
逍
遙
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
刊
の
『
新
楽
劇
論
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
に
お
い
て
、

「
私
は
之
を
以
て
戦
後
経
営
中
の
決
し
て
等
閑
視
す
べ
か
ら
ざ
る
事
業
の
随
一
と
信
じ
」
て
、
歌
舞
伎
の
改
良
、
す
な
わ
ち
「
歌

舞
伎
劇
」
と
「
振
事
劇
」
の
分
離
を
提
案
し
、「
舞
踊
」
と
い
う
語
を
用
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
発
表
し
た
論
考
の
中
で
、
日

本
の
振
事
を
「
日
本
舞
踊
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

2

）。
同
時
に
『
新
曲
浦
島
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
四
年
）

に
始
ま
る
作
品
創
作
や
上
演
を
続
け
、
理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
日
本
舞
踊
の
成
立
に
携
わ
っ
た
。
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逍
遙
の
舞
踊
研
究
に
初
期
段
階
か
ら
深
く
関
わ
り
、
以
後
も
様
々
な
形
で
、
日
本
舞
踊
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
が
い
る
。
逍

遙
の
甥
で
、
一
時
期
は
養
嗣
子
で
も
あ
っ
た
、
坪
内
士
行
（
一
八
八
七
〜
一
九
八
六
）
で
あ
る
。
士
行
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
逍

遙
研
究
や
、
宝
塚
歌
劇
お
よ
び
東
宝
に
お
け
る
実
践
的
な
活
動
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
演
劇
研
究
な
ど
の
文

脈
に
お
い
て
部
分
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
九
十
八
年
の
生
涯
を
通
じ
、
一
貫
し
て
関
心
を
持
ち
続
け
た
日
本
舞
踊
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

そ
う
し
た
現
況
に
鑑
み
、
本
稿
は
、
日
本
の
舞
踊
界
の
発
展
に
深
く
寄
与
し
た
人
物
と
し
て
の
坪
内
士
行
像
を
明
ら
か
に
し
、

日
本
舞
踊
史
・
日
本
舞
踊
研
究
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
は
じ
め
に
、
坪
内
士
行
の
略
伝
を
記
し
、
先
行
研
究
を

整
理
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
彼
の
評
価
を
明
確
に
す
る
。
次
に
、
彼
の
生
涯
と
日
本
舞
踊
と
の
関
わ
り
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、

雑
誌
『
芸
能
』
に
掲
載
さ
れ
た
士
行
の
舞
踊
論
を
分
析
し
、
彼
の
日
本
舞
踊
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
、　

坪
内
士
行
略
伝

ま
ず
は
、
諸
事
典
お
よ
び
新
聞
・
雑
誌
の
訃
報
記
事
な
ど
を
基
に
、
坪
内
士
行
の
事
績
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く（

3

）。

坪
内
士
行
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
八
月
十
九
日
、
名
古
屋
市
で
逍
遙
の
次
兄
義
衛
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
六
歳

で
逍
遙
の
養
子
と
な
り
、
セ
ン
夫
人
、
逍
遙
の
甥
・
大
造
や
養
女
・
く
に
（
後
の
飯
塚
友
一
郎
夫
人
）
ら
と
共
に
、
音
曲
、
舞
踊

な
ど
、
芸
道
一
般
の
素
養
を
身
に
つ
け
た
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
に
早
稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
を
卒
業
後
、
た

だ
ち
に
渡
米
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
入
学
、
主
に
劇
文
学
を
研
究
し
た
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
は
ロ
ン
ド
ン
へ
渡

り
、
俳
優
と
し
て
活
動
す
る
な
ど
、
同
地
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遊
学
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
夏
に
帰
朝
し
、
同
年
秋
よ
り
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早
稲
田
大
学
文
学
部
講
師
を
つ
と
め
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、
小
林
一
三
の
誘
い
を
受
け
て
関
西
へ
移
住
、
宝
塚
音
楽
歌
劇
学
校
顧
問
、
関
西
大
学
講
師
を
兼
ね

る
。
翌
八
年
（
一
九
一
九
）
に
宝
塚
の
男
役
ス
タ
ー
第
一
号
の
雲
井
浪
子
（
本
名
・
高
井
操
）
と
結
婚
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
舞
踊
観
を
含
め
て
逍
遙
の
意
に
副
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
逍
遙
家
よ
り
離
籍
さ
れ
た
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
宝

塚
国
民
座
が
結
成
さ
れ
る
と
、
同
座
の
演
出
・
文
芸
の
責
任
者
と
し
て
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
解
散
ま
で
活
動
を
続
け
た
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
宝
塚
の
東
京
進
出
に
伴
っ
て
上
京
。
東
京
宝
塚
文
芸
部
長
に
就
任
し
、
東
宝
劇
団
（
第
一
次
）
を
主

宰
。
終
戦
後
は
東
宝
芸
能
事
業
会
社
社
長
、
東
京
演
技
ア
カ
デ
ミ
ー
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
か
ら
同
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
ま
で
早
稲
田
大
学
教
授
。
以
後
、
東
洋
大
学
、
実
践
女
子
大

学
、
東
宝
芸
能
学
校
、
立
正
大
学
、
日
本
大
学
、
国
際
短
期
大
学
、
神
奈
川
歯
科
大
学
等
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
講
じ
た
。
そ
の

か
た
わ
ら
、
東
京
新
聞
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
と
し
て
多
く
の
日
本
舞
踊
家
を
世
に
送
り
出
す
と
共
に
舞
踊
評
論
で
も
健
筆
を

揮
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
紫
綬
褒
章
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
章
。
昭
和

五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
は
東
京
新
聞
制
定
の
舞
踊
功
労
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月
十
九
日
、
急
性
心
不
全
の
た
め
九
十
八
歳
で
死
去
。
新
聞
の
訃
報
記
事
に
は
「
研
究
、
脚

本
書
き
演
劇
界
最
長
老
」（『
東
京
新
聞
』
一
九
八
六
年
三
月
十
九
日
夕
刊
）
と
い
っ
た
見
出
し
が
見
え
、
同
時
代
に
お
け
る
士
行

の
位
置
が
窺
え
よ
う
。

士
行
の
生
涯
を
論
ず
る
上
で
逸
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
九
十
歳
の
時
に
出
版
さ
れ
た
自
叙
伝
『
越
し
か
た
九
十
年
』（
青
蛙

房
、
一
九
七
七
年
）
で
あ
る
。
戸
板
康
二
が
書
評
の
中
で
、
自
身
が
演
劇
史
に
関
す
る
著
書
を
執
筆
し
た
際
に
「
文
献
や
資
料
を

読
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
知
っ
た
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
、
こ
の
本
の
著
述
者
の
体
験
な
の
で
あ
る
」（『
芸
能
』
一
九
七
七
年
七
月
）
と
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評
し
た
よ
う
に
、
同
書
は
日
本
近
代
演
劇
史
の
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
ま
た
先
行
す
る
士
行
研
究
に
お
い
て
も
伝
記
上
の
基
礎
文

献
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
士
行
は
自
ら
の
「
越
し
か
た
」
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
今
年
で
九
十
歳
に
な
る
の
だ
が
、
自
分
一
人
で
不
思
議
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
私
の
九
十
年
の
一
生
が
、
ほ
ぼ

三
十
年
毎
に
三
段
階
に
変
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
最
初
の
三
十
年
余
り
は
、
ず
っ
と
坪
内
逍
遙
の
養
嗣
子
と
し
て
、
彼
を

師
父
と
仰
い
で
生
活
し
た
。
次
の
三
十
年
は
、
こ
れ
は
全
く
小
林
一
三
翁
の
庇
護
の
も
と
に
働
い
た
と
言
っ
て
い
い
。
そ
し

て
、
前
に
記
し
た
通
り
、
六
十
一
歳
で
東
宝
会
社
を
去
っ
て
か
ら
は
、
学
校
教
師
と
し
て
、
覚
束
な
く
も
自
力
で
の
生
活
。

こ
れ
又
ち
ょ
う
ど
三
十
年
を
経
過
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
。 

（
一
四
六
頁
）

「
波
瀾
あ
り
、
変
化
の
あ
っ
た
の
は
前
の
二
段
階
、
最
後
の
三
十
年
は
、
い
わ
ゆ
る
『
象
牙
の
塔
』
に
引
き
こ
も
っ
て
の
無
変

化
の
生
活
」（
同
前
）
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
ま
さ
に
「
前
の
二
段
階
」
に
紙
幅
の
大
部
分
が
割
か
れ
、
士
行
が
「
自
力
」

で
積
み
上
げ
た
「
最
後
の
三
十
年
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
開
き
二
頁
分
に
も
満
た
な
い
。
そ
う
し
た
士
行
の
執
筆
姿
勢
は
、
同

書
出
版
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
（「
語
る
「
越
し
か
た
九
十
年
」
を
書
い
た
坪
内
士
行
氏
」『
朝
日

新
聞
』
一
九
七
七
年
五
月
十
六
日
朝
刊
）。

　

私
が
生
涯
で
決
定
的
な
影
響
と
恩
顧
を
う
け
た
の
は
坪
内
逍
遙
と
小
林
一
三
の
二
人
で
す
。
二
年
が
か
り
で
書
き
お
ろ
し

た
今
度
の
本
も
、
こ
の
二
人
の
大
人
物
が
相
手
で
す
か
ら
、
下
手
に
間
違
っ
た
こ
と
を
書
く
と
、
全
部
が
信
用
さ
れ
な
く
な

る
の
で
、
資
料
集
め
に
だ
い
ぶ
手
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
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つ
ま
り
、『
越
し
か
た
九
十
年
』
で
中
心
的
に
綴
ら
れ
て
い
る
の
は
、
偉
大
な
二
人
の
恩
人
と
の
六
十
年
間
な
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
同
書
を
典
拠
と
す
る
先
行
研
究
が
「
前
の
二
段
階
」
で
止
ま
っ
て
い
る
一
因
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
主
な
対

象
と
す
る
日
本
舞
踊
評
論
・
研
究
に
ま
つ
わ
る
彼
の
文
業
は
「
最
後
の
三
十
年
」
以
降
に
多
く
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は

未
整
理
の
ま
ま
措
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
論
考
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
士
行
の
生
涯
と
日
本
舞
踊
と
の

関
わ
り
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

次
章
で
は
、
そ
う
し
た
議
論
の
前
提
と
し
て
、
先
行
す
る
士
行
研
究
を
概
観
し
、
従
来
の
評
価
と
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。二

、
先
行
研
究
概
観

こ
れ
ま
で
の
士
行
研
究
は
、
大
き
く
分
け
て
、
①
逍
遙
と
の
関
係
、
②
宝
塚
・
東
宝
関
係
、
③
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
ど
西
洋
演

劇
研
究
と
い
う
三
つ
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

逍
遙
に
つ
い
て
は
、
士
行
自
身
『
坪
内
逍
遙
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
五
三
年
）（

4

）
を
著
し
て
お
り
、
稲
垣
達

郎
・
岡
保
生
編
『
座
談
会　

坪
内
逍
遙
研
究
』（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
に
も
招
聘
さ
れ
、
逍
遙
の

多
方
面
に
わ
た
る
文
業
に
つ
い
て
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
『
越
し
か
た
九
十
年
』
の
中
で
も
そ
の
関
わ
り
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
津
野
海
太
郎
『
滑
稽
な
巨
人　

坪
内
逍
遙
の
夢
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
右
記
の
諸
文
献
を
基
に
、
士
行
か
ら

の
視
線
も
援
用
し
な
が
ら
、
逍
遙
の
舞
踊
研
究
の
顛
末
を
記
し
て
い
る
。
逍
遙
の
同
時
代
を
生
き
た
身
近
な
証
言
者
と
し
て
、
士

行
の
役
割
が
見
出
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
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も
う
一
人
、
士
行
に
影
響
を
与
え
た
小
林
一
三
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
す
る
宝
塚
・
東
宝
時
代
に
つ
い
て
は
、
坂
田
寛
夫
『
わ

が
小
林
一
三　

清
く
正
し
く
美
し
く
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
三
年
。
後
に
河
出
文
庫
、
一
九
九
一
年
）
に
、
士
行
の
宝
塚

へ
の
招
聘
段
階
か
ら
結
婚
の
経
緯
な
ど
が
、
小
林
一
三
の
側
か
ら
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
国
民
劇
」
に
関
す
る
研
究
書
と
し

て
は
、
渡
辺
裕
の
『
宝
塚
歌
劇
の
変
容
と
日
本
近
代
』（
新
書
館
、
一
九
九
九
年
）
や
『
日
本
文
化　

モ
ダ
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』

（
春
秋
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
に
詳
し
く
、
小
林
一
三
が
目
指
し
た
「
国
民
劇
」
像
の
変
遷
と
、
そ
れ
に
伴
う
士
行
ら
の
試
行

錯
誤
に
関
す
る
詳
細
な
考
察
か
ら
、
当
時
の
活
動
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
。
士
行
を
中
心
と
す
る
論
考
と
し
て
、
長
楽
美
智
代

「
坪
内
士
行
と
宝
塚
国
民
座
」（
津
金
澤
聡
廣
・
名
取
千
里
編
著
『
タ
カ
ラ
ヅ
カ
・
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク
』
所
収
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
）
は
、
大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
活
動
し
た
、
宝
塚
国
民
座
の
創
立
背
景
か
ら
解
散
ま
で
の
軌

跡
を
た
ど
り
、
そ
の
演
劇
史
に
お
け
る
役
割
を
再
評
価
す
る
試
論
で
あ
り
、
士
行
の
宝
塚
国
民
座
時
代
の
活
動
を
概
観
で
き
る
。

さ
ら
に
、
近
代
の
舞
踊
研
究
か
ら
の
ま
な
ざ
し
と
し
て
、
國
﨑
彩
「
大
正
期
の
寶
塚
少
女
歌
劇
團
の
舞
踊
活
動
に
つ
い
て
の
考

察
」（『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
Ⅷ
』
二
〇
〇
七
年
一
月
）
は
、
日
本
近
代
舞
踊
史
に
お
け
る
宝
塚
歌
劇
の
活
動
や
新
舞
踊
運
動

を
検
討
す
る
た
め
の
素
地
と
し
て
、
近
年
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
舞
踊
家
・
楳
茂
都
陸
平
以
外
の
人
物
の
舞
踊
活
動
を
取
り

上
げ
て
お
り
、
士
行
に
つ
い
て
は
「
二
―
二
「
歌
劇
」
作
品
の
な
か
で
の
新
舞
踊
の
試
み
」
で
、
久
松
一
聲
、
楳
茂
都
陸
平
に
続

く
三
番
目
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
國
﨑
に
よ
れ
ば
、
士
行
は
「
作
品
作
家
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
、
寶
塚
少
女
歌
劇
團
全
体
の
方

向
性
、
あ
る
い
は
日
本
劇
界
の
な
か
で
の
位
置
付
け
を
総
合
的
に
指
揮
す
べ
き
立
場
を
期
待
」（
三
一
五
頁
）
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
実
際
、
当
初
士
行
は
、
よ
り
本
格
的
な
「
歌
劇
」
を
目
指
す
た
め
の
男
性
を
加
え
た
専
科
創
設
に
向
け
て
招
聘
さ
れ
た
が
、

同
時
に
舞
踊
面
の
見
識
を
買
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
國
﨑
は
士
行
に
つ
い
て
、
作
品
創
作
お
よ
び
新
舞
踊
運
動
の
作
品
評

論
や
海
外
作
品
の
紹
介
、
日
本
舞
踊
と
の
比
較
と
い
っ
た
宝
塚
歌
劇
の
機
関
誌
『
歌
劇
』
へ
の
舞
踊
記
事
執
筆
な
ど
の
実
績
か
ら
、
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「
宝
塚
関
係
者
お
よ
び
観
客
層
の
舞
踊
へ
の
視
野
を
広
げ
、
見
識
を
深
め
る
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
」（
三
一
六

頁
）
と
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、
宝
塚
歌
劇
団
時
代
に
限
っ
た
内
容
な
が
ら
、『
歌
劇
』
掲
載
の
舞
踊
記
事
一
覧
表
と
大
正
期
の

諸
作
家
の
上
演
作
品
表
も
付
さ
れ
て
お
り
、
士
行
の
舞
踊
活
動
に
関
す
る
評
価
と
い
う
面
で
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

第
三
の
論
点
と
し
て
、
清
水
義
和
は
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
演
劇
の
移
入
史
を
論
じ
た
『
シ
ョ
ー
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
・
ワ
イ

ル
ド
移
入
史
』（
文
化
書
房
博
文
社
、
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
、
坪
内
逍
遙
と
島
村
抱
月
の
継
承
者
と
し
て
同
時
期
に
活
躍
し

た
、
市
川
又
彦
、
本
間
久
雄
と
共
に
士
行
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
士
行
に
つ
い
て
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
と
の
関
わ
り
を
中

心
に
「
第
五
章　

坪
内
士
行
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
」「
第
六
章　

坪
内
士
行
と
国
民
演
劇
」
の
二
章
で
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
英
文
学
者
と
し
て
の
士
行
の
業
績
に
も
言
及
し
て
は
い
る
が
、
議
論
の
中
核
に
あ
る
の
は
「
宝
塚
で
の
士
行
の
演
劇
活

動
を
一
望
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
、
士
行
の
全
演
劇
活
動
の
頂
点
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
」（
二
三
五
頁
）
と
冒
頭
に

述
べ
て
い
る
と
お
り
、
小
林
一
三
の
下
で
「
文
芸
協
会
の
継
承
者
」
と
し
て
「
新
し
い
国
民
劇
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
時
期
で

あ
り
、
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
逍
遙
の
業
績
を
継
承
し
て
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る（

5

）。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
士
行
の
評
価
は
宝
塚
〜
東
宝
時
代
で
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
、
新
舞
踊
運
動
へ

の
関
わ
り
及
び
「
国
民
劇
」
の
実
践
に
よ
っ
て
逍
遙
の
継
承
者
と
な
っ
た
時
点
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
士
行
も
自
ら
前
掲

『
越
し
か
た
九
十
年
』
に
記
し
て
い
る
と
お
り
、
そ
の
生
涯
に
逍
遙
や
小
林
一
三
の
影
響
は
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後

の
三
十
年
間
も
見
な
く
て
は
、
坪
内
士
行
と
日
本
舞
踊
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
に
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
主
題
で
あ
る
日
本
舞
踊
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
藝
能
史
研
究
會
編
『
日
本
の
古
典
芸
能　

第
六
巻　

舞
踊
』（
平
凡
社
、

一
九
七
〇
年
）
の
「
舞
踊
研
究
文
献
目
録
」（
吉
川
周
平
編
、
三
二
七
〜
三
三
五
頁
）
に
、
士
行
の
論
考
お
よ
び
著
作
が
数
点
挙

げ
ら
れ
て
い
る（

6

）。
ま
た
郡
司
正
勝
編
『
日
本
舞
踊
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
）
に
は
「
坪
内
士
行
」
の
項
目
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（
二
五
九
頁
）
が
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
略
歴
に
付
さ
れ
た
「
舞
踊
界
の
業
績
」
と
し
て
は
「
宝
塚
歌
劇
の
た
め
に
大
正
八

年
よ
り
昭
和
二
十
三
年
ご
ろ
ま
で
に
五
十
四
本
の
作
品
、
演
出
、
脚
色
を
残
し
、
舞
踊
書
と
し
て
、『
新
歌
舞
劇
十
二
集
』（
大
正

一
三
）、『
舞
踊
及
び
歌
劇
大
観
』（
同
一
四
）、『
ダ
ン
ス
通
』（
昭
和
五
）」
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
東
京
新
聞
の
舞
踊
功
労
賞

を
受
賞
（
一
九
七
九
年
）
し
た
よ
う
に
、
舞
踊
界
へ
の
功
績
に
対
す
る
同
時
代
評
価
は
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
七
〇
〜

八
〇
年
代
当
時
、
士
行
は
現
役
の
舞
踊
評
論
家
・
研
究
者
と
し
て
指
導
的
地
歩
を
占
め
、
か
つ
長
命
で
あ
っ
た
た
め
に
、
研
究
史

的
な
評
価
や
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
必
要
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

士
行
の
日
本
舞
踊
に
関
す
る
研
究
・
評
論
は
、
今
日
の
日
本
舞
踊
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
ん
で
お
り
、
検
討
さ
れ
て
然
る

べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
竹
内
道
敬
・
如
月
青
子（

7

）『
岩
波
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
六
一　

日
本
古
典
芸
能

と
現
代　

邦
楽
・
邦
舞
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
の
「
資
料
（
二
）
戦
後
の
物
故
者
」（
二
八
九
頁
）
に
は
、
昭
和
六
十
年

代
の
物
故
者
と
し
て
、
舞
踊
作
家
・
研
究
家
の
松
本
亀
松
、
舞
台
照
明
家
の
遠
山
静
雄
、
演
劇
評
論
家
・
演
出
家
・
映
画
監
督
の

武
智
鉄
二
と
共
に
「
演
劇
学
者
・
演
出
家
・
舞
踊
評
論
家
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
服
部
幸
雄
監
修
『
日
本
の
伝
統
芸
能
講
座　

舞
踊
・
演
劇
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
九
年
）
所
載
の
「
日
本
芸
能
史
年
表
」
に
は
そ
の
没
年
す
ら
記
述
が
な
く（

8

）、
舞
踊
研
究

の
領
域
に
お
い
て
、
士
行
に
関
す
る
認
知
や
理
解
は
十
全
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
士
行
の
日
本
舞
踊
観
を
解
明
す
る
た

め
に
も
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
日
本
舞
踊
と
関
わ
っ
て
き
た
か
を
見
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
、　

士
行
の
生
涯
と
日
本
舞
踊

本
章
で
は
、
士
行
の
生
涯
と
日
本
舞
踊
と
の
関
わ
り
を
、
自
叙
伝
『
越
し
か
た
九
十
年
』
や
、
従
来
未
紹
介
の
新
聞
・
雑
誌
記
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事
に
拠
り
な
が
ら
、
三
期
に
分
け
て
摘
記
し
て
い
く
。
な
お
、
大
正
期
の
宝
塚
歌
劇
団
時
代
の
評
論
・
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
、

國
﨑
の
前
掲
論
文
に
詳
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
多
く
を
割
愛
す
る
。

逍
遙
家
の
養
子
時
代
、
い
わ
ゆ
る
「
第
一
期
」
は
芸
事
の
素
地
を
身
に
つ
け
た
時
代
で
あ
る
。
六
歳
で
逍
遙
の
養
子
と
し
て
迎

え
入
れ
ら
れ
た
士
行
は
、
は
じ
め
は
剣
舞
を
習
っ
た
が
、
寄
宿
し
て
い
た
従
兄
弟
の
大
造
や
養
女
く
に
と
共
に
、
学
生
劇
の
振
付

を
し
て
い
た
西
川
流
の
西
川
仲
治
の
下
で
約
八
年
間
、
日
本
舞
踊
を
習
っ
た
。
逍
遙
の
厳
し
い
見
分
が
毎
晩
続
い
た
と
い
う
。
中

学
卒
業
後
は
藤
間
勘
右
衛
門
（
後
の
勘
翁
）
に
弟
子
入
り
し
、
本
格
的
な
舞
踊
修
業
を
積
ん
だ
（
そ
の
頃
、
逍
遙
の
舞
踊
研
究
も

進
展
し
、
明
治
三
十
七
年
に
『
新
楽
劇
論
』
と
『
新
曲
浦
島
』
を
発
表
）。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
頃
に
は
、
義
太
夫
、
謡
、
狂
言
や
小
舞
な
ど
も
習
っ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
の
卒
業
論
文
で
は

「
逍
遙
の
サ
ジ
ェ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
に
」（『
越
し
か
た
九
十
年
』
四
八
頁
）
舞
踊
論
を
取
り
上
げ
た
が
、
当
時
「
殆
ど
参
考
に
す

べ
き
書
籍
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
い
テ
ー
マ
」（
同
前
）
で
あ
り
、
苦
労
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逍
遙
の
意
に
沿
わ
な
か
っ

た
。
島
村
抱
月
の
評
価
と
取
り
計
ら
い
に
よ
っ
て
首
席
で
の
卒
業
が
許
さ
れ
た
と
い
う
。
卒
業
後
の
留
学
時
代
に
は
、
ヘ
ン
リ

ー
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
一
座
に
出
演
す
る
な
ど
、
俳
優
と
し
て
の
経
験
を
積
む
他
、
舞
踊
作
品
も
数
多
く
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

帰
国
後
に
は
西
洋
で
の
体
験
や
見
聞
を
生
か
し
、「
ダ
ン
ス
と
日
本
の
舞
踊
」（『
趣
味
之
友
』
一
九
一
七
年
七
月
）
や
「
舞
踊
を

お
勧
め
し
ま
す
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
一
七
年
十
一
月
）
と
い
っ
た
記
事
を
発
表
し
て
い
る
。

宝
塚
歌
劇
団
〜
東
宝
に
在
籍
し
て
い
た
「
第
二
期
」
は
演
劇
活
動
が
中
心
に
な
る
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
舞
踊
・
レ
ビ
ュ
ー
作
品

の
作
・
演
出
も
数
多
く
手
掛
け
て
い
る
。
逍
遙
作
品
が
上
演
さ
れ
る
際
に
演
出
を
行
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
時
に
、
新
舞
踊
運

動
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
評
論
も
行
な
い
、『
歌
劇
及
舞
踊
大
観
』（
前
出
）
や
『
ダ
ン
ス
通
』（
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
年
）
な

ど
舞
踊
研
究
書
も
出
版
し
て
い
る
。
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昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
東
宝
を
退
職
し
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
早
稲
田
大
学
の
講
師
か
ら
教
授
と
な
っ
た
後
、
い
わ
ゆ

る
「
自
力
」
の
「
第
三
期
」
は
、
舞
踊
研
究
・
評
論
家
と
大
学
教
授
の
肩
書
が
媒
体
に
よ
っ
て
混
在
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
紫
綬
褒
章
受
章
時
の
新
聞
記
事
で
は
「
舞
踊
評
論
家
」（

9

）
で
あ
り
、
勲
三
等
瑞
宝
章
受
章
の
際
に
は
「
元
早
大
教

授
」（
10

）
と
い
っ
た
具
合
。
諸
事
典
の
略
歴
を
見
て
も
、
英
文
学
者
、
演
劇
学
者
、
元
早
大
教
授
、
演
劇
・
舞
踊
評
論
家
、
劇
作

家
、
演
出
家
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
前
後
し
て
並
記
さ
れ
て
い
る
。

多
岐
に
わ
た
る
研
究
活
動
を
実
践
し
た
士
行
の
、
軸
足
の
置
き
ど
こ
ろ
に
迷
う
の
は
、
外
か
ら
の
眼
ば
か
り
で
は
な
い
。
士
行

自
身
、
国
立
劇
場
開
場
の
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
招
待
さ
れ
た
園
遊
会
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
昭
和
天
皇
か
ら

「
ど
う
、
相
変
わ
ら
ず
研
究
を
つ
づ
け
て
い
る
の
？
」
と
言
葉
を
掛
け
ら
れ
た
直
後
の
、
一
瞬
の
逡
巡
を
、
軽
妙
な
筆
致
で
綴
っ

て
い
る
。

さ
て
そ
の
お
尋
ね
の
「
研
究
」
と
い
う
の
に
全
く
参
っ
た
。
私
の
研
究
し
て
い
る
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
？　

若
い
時
に
は

演
劇
専
門
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
も
っ
と
も
今
も
捨
て
て
は
い
な
い
が
。
そ
れ
中
年
以
後
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
引
っ
か

か
り
、
今
で
も
二
、三
学
校
で
談
義
は
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
最
も
頻
繁
に
見
て
廻
り
、
研
究
し
て
い
る
の
は
、
和
洋

の
舞
踊
で
あ
る
。〔
…
〕「
舞
踊
の
研
究
を
続
け
て
い
る
」
で
は
、
ま
る
で
私
自
身
が
踊
っ
て
い
る
よ
う
で
、
何
だ
か
変
で
あ

る
。
こ
と
に
よ
る
と
、
侍
従
の
方
が
坪
内
と
い
う
姓
か
ら
坪
内
逍
遙
の
御
説
明
を
申
上
げ
、
そ
れ
か
ら
の
連
想
と
し
て
「
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
研
究
」
こ
れ
な
ら
「
研
究
」
と
い
う
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
題
目
だ
が
、
自
分
は
到
底
逍
遙
ほ
ど
熱
心
な
研

究
者
で
は
な
い
、
等
々
。 
（
坪
内
士
行
「
皇
室
と
芸
能
」『
政
界
往
来
』
一
九
七
四
年
二
月
）
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研
究
の
中
心
が
「
和
洋
の
舞
踊
」
に
あ
る
こ
と
を
自
ら
認
め
て
い
る
も
の
の
、
大
学
教
授
と
し
て
の
主
な
業
績
は
逍
遙
の
流
れ

を
く
む
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
で
あ
る
。
郡
司
正
勝
「
坪
内
士
行
略
伝
」（
大
中
博
編
『
寿
翁
八
氏
伝
』
所
収
、
舞
踊
界
社
、

一
九
七
一
年
）
が
、
理
解
の
一
助
と
な
ろ
う
。

三
十
三
年
、
七
十
才
。
早
稲
田
大
学
を
定
年
退
職
し
、
東
洋
大
学
講
師
と
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
三
十
八
年
頃
ま
で
、

実
践
女
子
大
学
講
師
と
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
お
よ
び
近
代
英
国
劇
を
四
十
四
年
ま
で
講
ず
る
。

な
お
、
三
十
四
年
三
月
に
は
、
京
文
社
よ
り
『
新
講
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
入
門
』、
五
月
に
は
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
名
言
警

句
集
』
を
出
版
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
、
神
奈
川
歯
科
大
学
教
授
と
し
て
、
文
学
を
講
じ
て
現
在
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
先
、
立
正
大
学
の
講
師
と

し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
を
担
当
し
て
今
日
に
至
り
、
昭
和
四
十
六
年
の
今
日
、
八
十
五
才
を
も
っ
て
、
矍
鑠
と
し
て

壮
者
を
し
の
ぎ
、
日
本
舞
踊
界
の
た
め
に
、
指
導
的
地
位
に
あ
る
の
は
め
で
た
い
。

郡
司
は
「
日
本
舞
踊
界
の
た
め
に
、
指
導
的
地
位
に
あ
る
」
と
、
一
九
七
一
年
当
時
の
士
行
に
つ
い
て
述
べ
、
略
伝
の
後
に

「
坪
内
士
行
宝
塚
歌
劇
作
品
上
演
年
表
一
覧
」
と
「
宝
塚
国
民
座
上
演　

作
・
演
出
年
表
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
晩

年
の
業
績
と
し
て
顕
著
な
も
の
は
、
や
は
り
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
お
よ
び
近
代
英
国
劇
」
で
あ
る
。
士
行
自
身
が
述
べ
る
「
最
も

頻
繁
に
見
て
廻
り
、
研
究
し
て
い
る
の
は
、
和
洋
の
舞
踊
」
で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
し
た
朝
日
新
聞
記
事
の
、
八
十
九
歳
当
時
の

様
子
に
垣
間
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
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元
早
大
教
授
の
氏
だ
が
、
今
も
横
須
賀
市
の
神
奈
川
歯
科
大
学
で
文
学
の
講
座
を
受
け
持
つ
現
役
の
教
授
。〔
…
〕
し
か

も
、
こ
の
ほ
か
に
、
都
内
の
二
つ
の
短
大
で
講
師
と
し
て
演
劇
学
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
講
じ
、
多
い
時
は
週
に
三
、四
回

は
舞
踊
の
公
演
を
見
て
回
る
と
い
う
精
力
ぶ
り
だ
。（
11

）

九
十
代
を
目
前
に
し
て
も
な
お
現
役
と
い
う
、
精
力
的
な
劇
場
通
い
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
は
い
つ
か
。
仁
村
美
津
夫
は
、

士
行
が
劇
場
通
い
を
止
め
た
時
期
に
つ
い
て
、
追
悼
記
事
に
記
し
て
い
る
。

　

最
後
に
劇
場
で
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
三
年
ほ
ど
も
前
だ
っ
た
と
思
う
が
、
補
聴
器
を
使
っ
て
い
た
先
生
は
「
耳
が
遠
く

な
り
ま
し
て
ね
、
せ
っ
か
く
皆
さ
ん
か
ら
挨
拶
さ
れ
た
り
、
仕
事
の
話
な
ど
し
て
頂
い
て
も
、
つ
い
、
聞
き
間
違
え
た
り
し

て
失
礼
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
残
念
で
す
が
、
舞
踊
を
拝
見
す
る
の
も
、
こ
の
へ
ん
で
サ
ヨ
ナ
ラ
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」、

明
る
く
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
た
が
、
以
来
、
劇
場
へ
は
足
を
運
ば
れ
な
か
っ
た
。 

 

（
仁
村
美
津
夫
「
思
い
出
の
士
行
先
生
」『
日
本
舞
踊
』
一
九
八
六
年
五
月
）

士
行
が
死
の
前
年
、
九
十
七
歳
で
発
表
し
た
「
日
本
舞
踊
の
悩
み
（
附
坪
内
逍
遙
の
こ
と
）」（『
芸
能
』
一
九
八
五
年
四
月
）

に
は
「
此
処
四
五
年
と
い
う
も
の
、
本
当
に
そ
れ
こ
そ
一
歩
も
家
か
ら
外
へ
出
た
事
の
な
い
禁
固
同
様
の
生
活
」
を
送
っ
て
い
る

と
あ
る
。
回
想
ゆ
え
の
記
憶
の
ズ
レ
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
に
せ
よ
、
お
そ
ら
く
九
十
二
〜
三
歳
頃
ま
で
は
、
劇
場
に
足
を
運

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

士
行
は
、
晩
年
ま
で
劇
場
に
通
い
、
評
論
活
動
の
第
一
線
を
退
い
た
後
も
、
日
本
舞
踊
の
現
状
を
め
ぐ
る
情
報
を
求
め
、
関
心
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を
持
ち
続
け
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
言
な
が
ら
、
従
来
は
逍
遙
や
小
林
一
三
の
影
響
下
に
あ
っ
た
時
代
だ
け
が
注
目
さ

れ
、
そ
の
後
の
「
自
力
」
の
三
十
年
も
、
目
に
見
え
る
形
の
業
績
と
し
て
著
し
や
す
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
の
陰
に
隠
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
章
で
は
、
士
行
の
日
本
舞
踊
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
文
業
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
り
、
再
評
価
の
可
能
性
を
検
討
す

る
。

四
、　

士
行
の
日
本
舞
踊
論

―
雑
誌
『
芸
能
』
発
表
論
考
を
中
心
に

『
越
し
か
た
九
十
年
』
の
中
で
、
士
行
は
「
自
力
」
の
三
十
年
に
お
け
る
舞
踊
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

学
校
以
外
の
仕
事
と
し
て
は
、
毎
年
文
化
庁
主
催
で
行
な
わ
れ
る
芸
術
祭
の
時
に
、
舞
踊
部
門
の
審
査
員
を
勤
め
た
り
、

こ
れ
も
毎
年
東
京
新
聞
主
催
で
行
な
わ
れ
る
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
に
な
っ
た
り
は
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
時
た

ま
随
筆
を
書
か
せ
ら
れ
た
り
、
日
本
舞
踊
に
つ
い
て
の
講
演
や
小
論
文
を
発
表
し
た
り
、
又
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
関
係
の
小

著
を
出
し
た
り
す
る
程
度
で
、
頗
る
平
々
凡
々
の
一
庶
民
と
し
て
の
余
生
を
保
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

 

（
一
四
六
〜
一
四
七
頁
）

「
頗
る
平
々
凡
々
の
一
庶
民
と
し
て
の
余
生
」
と
い
う
物
言
い
な
が
ら
、
芸
術
祭
の
審
査
員
、
東
京
新
聞
の
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
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ー
ル
審
査
員
と
い
っ
た
肩
書
は
、
舞
踊
の
面
で
も
学
識
経
験
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。
本
章
は
、
士

行
の
述
べ
る
「
余
生
」
に
発
表
さ
れ
た
「
日
本
舞
踊
に
つ
い
て
の
小
論
文
」
を
読
む
こ
と
で
、
彼
が
日
本
舞
踊
界
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
り
を
持
ち
、
研
究
・
執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
を
検
討
し
た
い
。
資
料
と
し
て
、
芸
能
学
会
の
機
関
誌
『
芸
能
』
に
士
行

が
発
表
し
た
論
考
を
用
い
る
。

『
芸
能
』
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
の
芸
能
学
会
設
立
に
あ
た
り
、
学
会
機
関
誌
と
し
て
舞
踊
芸
術
社
が
発
行
し

て
い
た
『
舞
踊
芸
術
』
が
第
九
巻
第
五
号
よ
り
『
芸
能
』
に
改
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
芸
能
学
会
資
料
」（『
芸
能
』
一
九
五
九

年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、
同
会
の
初
代
会
長
は
折
口
信
夫
が
務
め
、
刊
行
は
終
戦
直
前
ま
で
続
い
た
が
、
政
府
か
ら
要
求
さ
れ
た

「
米
英
撃
滅
号
」
の
特
集
を
折
口
が
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
の
終
刊
を
迎
え
て
い
た
。
戦
後
、
再
興
を
望
ん
で
い
た
折

口
の
没
後
五
年
が
経
過
し
た
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
、
金
田
一
京
助
を
会
長
と
し
て
芸
能
学
会
は
再
発
足
し
、『
芸
能
』

も
翌
三
十
四
年
二
月
に
芸
能
発
行
所
か
ら
再
刊
さ
れ
た
。
再
刊
当
初
の
編
集
委
員
に
は
、
河
竹
繁
俊
、
西
角
井
正
慶
、
高
崎
正
秀
、

中
野
好
夫
、
奥
野
信
太
郎
、
木
下
順
二
、
池
田
弥
三
郎
、
戸
板
康
二
と
「
む
か
し
の
編
集
同
人
ま
た
は
参
与
の
人
々
は
、
今
は
あ

ま
り
に
名
士
に
な
り
す
ぎ
た
き
ら
い
も
な
く
も
な
い
」（
12

）
面
々
が
名
を
連
ね
た
、
芸
能
関
係
の
学
術
総
合
誌
で
あ
る
（
一
九
九
五

年
よ
り
『
年
刊　

藝
能
』
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
）。

こ
の
時
期
、
士
行
は
『
芸
能
』
の
み
な
ら
ず
、
種
々
の
紙
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
舞
踊
に
関
連
す
る
も

の
は
、
多
く
が
逍
遙
の
舞
踊
劇
運
動
の
解
説
、
短
い
随
筆
、
評
論
記
事
な
ど
で
あ
る
。
本
稿
で
は
士
行
自
身
の
日
本
舞
踊
観
の
解

明
を
目
的
に
す
る
た
め
、
学
術
色
の
強
い
『
芸
能
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
の
中
で
、
特
に
士
行
の
舞
踊
観
が
顕
著
で
あ
る
二
篇
を

と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
ら
が
国
立
劇
場
開
場
の
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
十
一
月
前
後
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て

論
を
進
め
て
い
き
た
い
。



233

坪内士行と日本舞踊に関する考察

①
「
歌
舞
伎
舞
踊
の
長
所
短
所
」

士
行
が
『
芸
能
』
に
発
表
し
た
最
初
の
論
考
は
「
歌
舞
伎
舞
踊
の
長
所
短
所
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

一
月
号
か
ら
三
月
号
ま
で
、
三
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
ま
ず
は
各
回
の
概
要
を
述
べ
、
分
析
に
移
り
た
い
。

第
一
回
で
は
、
表
題
の
「
歌
舞
伎
舞
踊
」
に
つ
い
て
述
べ
る
前
段
階
と
し
て
「
舞
踊
」
と
い
う
語
の
発
生
以
前
か
ら
検
討
が
始

ま
る
。

現
在
我
々
は
「
舞
踊
」
と
い
う
熟
語
を
何
の
抵
抗
を
も
感
ぜ
ず
に
使
い
慣
ら
し
て
い
る
が
、
明
治
年
代
の
終
り
頃
ま
で
は

「
舞
踏
」
と
い
う
熟
語
は
あ
つ
て
も
、「
舞
」
と
「
踊
」
と
を
一
つ
に
ま
と
め
て
使
う
こ
と
は
殆
ど
な
か
つ
た
。〔
…
〕
も
う
一

つ
「
振
」
と
い
う
動
作
も
、
音
楽
に
つ
れ
て
行
な
わ
れ
る
と
い
う
点
で
両
者
と
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
徳
川
時
代

に
は
、
音
楽
に
伴
つ
て
の
動
作
を
「
舞
」「
踊
」「
振
」
の
三
種
に
区
別
し
て
考
え
る
の
が
常
識
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、「
舞
」
と
「
踊
」
の
区
別
は
日
本
人
独
特
の
も
の
で
、
ま
た
「
各
人
各
説
」
と
し
て
、
坪
内
逍
遙
を
は
じ
め
、
小

寺
融
吉
、
郡
司
正
勝
、
楳
茂
都
陸
平
、
佐
藤
薫
と
い
っ
た
研
究
者
・
舞
踊
家
に
よ
る
定
義
を
引
き
、
専
門
家
の
間
に
も
見
解
の
差

異
が
存
在
す
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
士
行
は
、
そ
の
二
語
を
接
続
し
た
、
西
洋
のD

ance

やT
anz

と
同
義
の
「
舞
踊
」

と
い
う
熟
語
の
誕
生（
13

）
は
、
そ
れ
が
「
舞
」
か
「
踊
」
な
の
か
と
い
っ
た
小
さ
な
差
に
拘
泥
す
る
の
で
な
く
、
広
く
「
舞
踊
」

と
捉
え
て
検
討
し
う
る
可
能
性
を
生
み
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
同
時
に
、
逍
遙
と
士
行
の
舞
踊
に
対
す

る
考
え
方
の
差
異
も
生
じ
さ
せ
た
と
説
明
す
る
。
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す
く
な
く
と
も
私
は
「
振
事
劇
」
で
あ
ろ
う
と
「
歌
舞
伎
舞
踊
」
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
そ
れ
ら
が
根
本
に
お
い
て
、
広
い

意
味
で
の
ダ
ン
ス
と
し
て
ど
う
優
れ
て
い
る
か
、
ど
こ
に
短
所
欠
点
が
あ
る
か
を
論
じ
よ
う
と
企
て
る
者
で
あ
る
。
こ
う
し

た
私
の
望
み
な
り
態
度
が
、「
振
」
に
中
心
を
お
い
て
「
新
楽
劇
論
」
を
著
し
た
逍
遙
の
考
え
な
り
態
度
と
の
間
に
、
相
当
遠

い
へ
だ
た
り
を
生
ず
る
の
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
逍
遙
の
舞
踊
論
に
対
す
る
士
行
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
に
断
り
が
入
る
。

た
だ
こ
こ
に
、
ぜ
ひ
舞
踊
愛
好
者
の
注
意
を
ひ
き
た
い
こ
と
は
、
逍
遙
が
日
本
最
初
の
舞
踊
論
者
で
あ
り
、
そ
の
暁
鐘
と

も
い
う
べ
き
著
が
「
新
楽
劇
論
」
で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
が
知
つ
て
い
ら
れ
、
そ
の
論
中
に
振
事
劇
の
八
つ
の
欠
点
を
指
摘

し
、
新
た
に
お
こ
す
べ
き
楽
劇
に
つ
い
て
十
カ
条
の
具
体
案
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
も
、
熱
心
家
は
暗
誦
せ
ん
ば
か
り
に
よ

く
心
得
て
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
し
か
し
、
こ
の
明
治
三
十
七
年
に
と
な
え
た
彼
の
刷
新
論
は
、
そ
の
後
二
度
な

ら
ず
三
度
ま
で
も
、
彼
自
身
で
修
正
、
ま
た
、
改
変
し
て
い
る
と
い
う
一
事
で
あ
る
。

士
行
は
『
逍
遙
選
集　

第
三
巻
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
七
年
）（
14

）
に
収
録
さ
れ
た
逍
遙
の
主
な
舞
踊
関
係
の
論
説
を
取
り
上
げ
、

逍
遙
自
身
に
よ
る
議
論
の
修
正
・
改
変
過
程
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
説
明
し
て
い
く
。
そ
の
変
化
は
、
名
称
（「
振
事
劇
」
か
ら

「
表
情
舞
踊
、
舞
劇
、
舞
踊
劇
」
へ
）
か
ら
、
内
容
そ
の
も
の
（
歌
章
第
一
か
ら
器
楽
主
位
、
セ
リ
フ
の
全
廃
、
振
か
ら
舞
や
踊

り
へ
）
に
至
る
。
士
行
は
「
逍
遙
が
動
揺
し
、
躊
躇
し
、
迷
い
、
む
し
ろ
転
向
と
い
い
た
い
ま
で
に
最
初
の
説
を
修
正
し
て
い
る

痛
々
し
い
姿
が
見
え
る
」
と
い
い
、「
先
覚
者
の
悲
哀
と
い
う
か
、
過
渡
期
の
辛
ら
さ
と
い
う
か
、
彼
の
説
に
幾
段
階
の
変
化
が
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あ
つ
た
の
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
私
は
彼
の
熱
情
に
低
く
頭
を
下
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
と
も
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
士
行
は

同
時
に
い
く
つ
か
の
問
題
点
、
逍
遙
の
功
罪
を
指
摘
し
て
い
る
。

逍
遙
ほ
ど
歌
舞
伎
を
愛
し
、
劇
を
愛
し
た
日
本
人
は
た
ぐ
い
ま
れ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
彼
の
歌
舞
伎
舞
踊

へ
の
執
着
や
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
お
座
敷
踊
に
対
す
る
偏
愛
が
、
純
粋
の
舞
踊
、
す
な
わ
ち
ダ
ン
ス
そ
の
も
の
に
対
す
る

彼
の
考
え
方
の
方
向
を
誤
ら
せ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
、
と
。
／
〔
…
〕
同
時
に
、
逍
遙
の
あ
の
激
し
い
「
舞
踊
劇
」
熱

に
あ
お
ら
れ
て
、
日
本
の
舞
踊
家
や
舞
踊
評
論
家
の
目
が
、
劇
と
舞
踊
の
結
合
の
面
に
の
み
向
け
ら
れ
て
、
肝
心
の
「
舞
踊

と
は
？
」「
ダ
ン
ス
と
は
？
」「
日
本
舞
踊
の
在
り
方
は
？
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
い
最
近
ま
で
ほ
と
ん
ど
関
心
が

払
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

無
論
こ
れ
は
逍
遙
一
人
の
責
任
で
は
な
く
、
舞
踊
や
ダ
ン
ス
を
そ
の
起
源
に
ま
で
遡
っ
て
研
究
す
る
人
が
あ
ま
り
に
も
少
な
か

っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
も
し
こ
う
し
た
研
究
が
進
展
し
て
い
た
な
ら
、「
振
」
と
舞
踊
と
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
逍

遙
の
「
舞
劇
、
舞
踊
劇
」
と
、
最
初
に
提
示
さ
れ
た
「
振
事
劇
」
と
の
大
き
な
違
い
を
「
も
つ
と
早
く
人
々
に
悟
ら
せ
え
た
で
あ

ろ
う
」
と
、
士
行
は
惜
し
ん
で
い
る
。

翌
月
の
第
二
回
で
は
、「
振
」
お
よ
び
「
歌
舞
伎
舞
踊
」
が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
第
一
回
に
挙
げ
た
五
名

の
「
振
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
提
示
し
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

諸
氏
の
説
を
通
じ
て
知
り
う
る
こ
と
は
、
振
又
は
所
作
と
い
う
言
葉
は
、
劇
的
な
、
仕
方
話
的
な
、
又
情
緒
表
現
的
な
動
き
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を
意
味
し
、
初
期
の
女
歌
舞
伎
や
若
衆
歌
舞
伎
よ
り
も
後
に
興
つ
た
野
郎
歌
舞
伎
、
即
ち
、
い
わ
ゆ
る
歌
舞
伎
芝
居
の
役
者

ど
も
が
、
三
味
線
楽
に
合
わ
せ
て
、
舞
台
で
演
ず
る
時
に
工
夫
し
た
動
作
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
解
し
て
差
支
え
な
い
と
い

う
一
事
で
あ
る
。
舞
楽
や
能
楽
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
民
衆
の
舞
踊
と
も
か
け
離
れ
た
、
特
殊
の
起
源
を
持
つ
の
が
、

振
で
あ
り
、
所
作
で
あ
る
と
言
う
事
さ
え
で
き
る
。

従
来
の
定
義
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
士
行
は
、
振
や
所
作
は
人
形
浄
瑠
璃
か
ら
学
ん
だ
「
チ
ョ
ボ
に
の
つ
た
振
」

―
義
太

夫
節
で
語
ら
れ
た
部
分
の
振
り
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
「
新
説
」
を
「
あ
え
て
」
打
ち
出
す
。
能
楽
に
お
け
る
地
謡
や
浄
瑠
璃
芝

居
に
お
け
る
太
夫
の
よ
う
に
、
説
明
者
が
舞
台
に
居
並
ぶ
と
い
う
原
始
的
構
成
が
、
歌
舞
伎
に
お
い
て
も
俳
優
や
演
技
者
と
共
に

地
方
や
囃
子
方
が
舞
台
上
に
存
在
す
る
演
出
法
に
つ
な
が
る
と
関
連
づ
け
た
上
で
、
歌
舞
伎
舞
踊
へ
の
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

私
は
、
今
ま
で
の
こ
う
し
た
演
出
法
、
演
技
術
に
対
し
て
、
相
当
激
し
い
非
難
め
い
た
声
を
上
げ
た
が
、
し
か
し
、
在
来

の
そ
れ
は
、
た
と
え
原
始
的
な
構
成
を
残
し
て
い
よ
う
と
、
人
形
の
動
き
か
ら
の
模
倣
が
多
か
ろ
う
と
、
と
も
か
く
も
三
百

年
近
い
歳
月
の
間
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
、
小
さ
な
部
分
々
々
に
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
重
ね
ら
れ
、
そ
れ
は

そ
れ
な
り
に
り
つ
ぱ
な
磨
き
を
か
け
た
特
殊
な
芸
術
品
に
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
多
く
の
賛
美
者
の
言
わ
れ
る
と

お
り
、
古
今
東
西
に
類
の
な
い
日
本
芸
能
の
一
つ
と
し
て
、
で
き
う
る
限
り
在
来
の
形
の
ま
ま
で
継
承
し
た
い
と
願
う
点
に

お
い
て
は
、
私
と
て
も
人
後
に
落
ち
る
者
で
は
な
い
。
た
だ
、
私
の
強
調
し
た
い
の
は
、
現
在
歌
舞
伎
舞
踊
と
言
わ
れ
る
も

の
の
大
部
分
は
、
あ
く
ま
で
も
振
事
で
あ
り
、
所
作
事
で
あ
り
、
歌
舞
伎
役
者
が
副
業
と
し
て
成
立
さ
せ
た
一
種
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
・
シ
ョ
ウ
と
し
て
珍
重
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、
あ
れ
を
日
本
舞
踊
の
代
表
と
認
め
る
こ
と
に
は
大
き
な
疑
問
を
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持
ち
、
異
存
を
唱
え
た
い
の
で
あ
る
。

野
郎
歌
舞
伎
で
も
、
初
期
の
も
の
に
は
舞
踊
的
要
素
が
強
い
作
品
も
あ
り
、
文
化
文
政
期
の
「
変
化
物
」
に
民
俗
舞
踊
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
士
行
は
「
歌
舞
伎
舞
踊
」
が
「
振
」
と
い
う
劇
的
要
素
の
多
さ
、
ま
た
徳
川
幕
府
の

封
建
政
治
下
で
発
生
・
発
展
し
た
と
い
う
点
で
特
殊
な
芸
能
で
あ
り
、「
舞
踊
」
と
は
性
格
を
異
に
す
る
と
い
う
点
か
ら
、「
日
本

舞
踊
の
代
表
」
と
す
る
こ
と
を
了
解
で
き
な
い
態
度
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
特
殊
性
を
表
す
も
の
と
し
て
「
女
方
」
と
い

う
表
現
形
式
や
「
座
居
」
の
生
活
、
女
性
の
「
内
輪
歩
き
」（
内
股
）
の
生
活
姿
態
な
ど
を
挙
げ
る
。
士
行
は
、
こ
れ
ら
は
徳
川

時
代
以
前
に
は
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、「
後
世
に
対
し
て
の
貴
重
な
参
考
品
」
と
し
て
保
存
・
伝
承
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
し
か

し
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
舞
踊
創
造
に
あ
た
つ
て
は
、
排
撃
す
べ
き
短
所
が
甚
だ
多
い
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
警
告
す

る
の
で
あ
る
。

第
三
回
で
は
、
ま
ず
歌
詞
と
振
と
の
関
係
性
を
問
う
。
多
く
の
舞
踊
評
論
家
は
、
日
本
舞
踊
の
大
き
な
特
色
を
「
必
ら
ず
歌
詞

が
あ
る
こ
と
」
と
す
る
が
、
士
行
は
「
ジ
ェ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
振
り
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
従
来
の
歌
舞
伎
舞
踊
に
つ
い
て

は
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ
る
」
と
認
め
な
が
ら
、
そ
の
あ
り
方
は
作
者
の
書
い
た
文
章
や
歌
詞
の
絵
解
き
で
、
絵
巻
物
や
挿
絵
の

場
合
に
も
似
て
い
る
と
述
べ
る
。

「
文
章
過
剰
」
が
、
絵
解
き
ど
こ
ろ
か
、
耳
で
聞
い
て
も
理
解
の
難
し
い
歌
詞
に
合
わ
せ
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
「
ア
テ

振
」
を
生
み
出
す
現
象
は
、
逍
遙
の
作
品
に
も
同
様
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
に
も
士
行
と
逍
遙
の
「
へ
だ
た
り
」
が
あ
る
。

士
行
は
あ
く
ま
で
も
「
舞
踊
が
主
で
あ
つ
て
、
歌
詞
は
従
、
す
く
な
く
と
も
、
歌
詞
は
舞
踊
を
盛
り
上
げ
、
助
長
す
る
た
め
に
存

在
し
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
の
で
、
歌
詞
が
な
け
れ
ば
舞
踊
的
感
興
が
湧
か
ぬ
と
い
う
の
は
本
末
顚マ
マ

倒
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
の
で
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あ
る
。

そ
の
上
で
、
士
行
は
「
現
在
専
門
の
舞
踊
手
が

―
そ
れ
も
大
部
分
が
女
性
で
あ
る
専
門
舞
踊
手
が

―
歌
舞
伎
所
作
事
の
継

承
保
存
の
任
に
当
た
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
大
き
な
疑
問
と
不
安
と
を
持
つ
こ
と
を
白
状
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
る
。
芸
の
巧
拙
は
別
と
し
て
、
継
承
保
存
は
歌
舞
伎
役
者
が
負
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
望
ま
し
い
方
法
で
あ
る
と
し
て
い

る
。「

歌
舞
伎
舞
踊
の
み
が
日
本
人
の
舞
踊
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
を
骨
子
と
す
る
こ
の
論
考
に
お
い
て
、
士
行
は
「
歌
舞
伎
舞

踊
発
展
以
前
の
日
本
舞
踊
」
を
考
察
す
る
上
で
、
小
寺
融
吉
の
『
近
代
舞
踊
史
論
』（
日
本
評
論
社
出
版
、
一
九
二
二
年
）
を

「
画
期
的
の
書
で
あ
り
、
彼
の
着
眼
点
は
ま
こ
と
に
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
つ
た
」
と
高
く
評
価
す
る
。
そ
し
て
「
幸
か
不
幸
か
、

彼
も
ま
た
、
途
中
、
歌
舞
伎
舞
踊
の
魔
力
に
魅
せ
ら
れ
、
も
つ
ぱ
ら
そ
の
発
展
の
歴
史
や
技
法
の
研
究
に
没
頭
す
る
中
に
、
比
較

的
早
く
こ
の
世
を
去
つ
た
」
こ
と
を
惜
し
み
、「
日
本
で
最
初
に
民
俗
舞
踊
（
彼
は
も
つ
ぱ
ら
郷
土
舞
踊
と
い
う
言
葉
を
使
つ
て

い
る
）
の
価
値
を
高
く
見
て
、
そ
の
研
究
の
必
要
性
を
高
唱
し
た
篤
学
者
と
し
て
の
小
寺
の
功
績
は
、
永
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
い
、
稿
を
締
め
括
っ
て
い
る
。

様
々
な
言
説
を
慎
重
に
引
き
な
が
ら
、
時
に
斬
新
か
つ
過
激
な
論
を
展
開
さ
せ
、
随
所
に
軽
妙
洒
脱
な
言
い
回
し
を
用
い
て
和

ら
げ
る
論
法
は
、
他
の
論
考
や
随
筆
に
通
じ
る
士
行
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
逍
遙
の
舞
踊
論
に
関
し
て
も
、
先
見
性
や
感
覚
の
鋭

さ
、
彼
の
舞
踊
劇
運
動
が
後
世
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
と
い
っ
た
長
所
を
挙
げ
る
と
同
時
に
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
研
究
の
中
心
に

据
え
た
こ
と
、
歌
舞
伎
舞
踊
の
影
響
か
ら
脱
し
き
れ
ず
「
振
事
論
」
や
「
歌
詞
本
位
」
に
止
ま
っ
た
こ
と
、
逍
遙
自
身
は
音
楽
も

舞
踊
も
実
践
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
士
行
の
考
え
方
と
の
差
異
を
殊
更
に
強
調
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

「
歌
舞
伎
舞
踊
の
長
所
短
所
」
で
顕
著
な
の
は
、「
歌
舞
伎
舞
踊
」
と
「
日
本
舞
踊
」
を
明
確
に
峻
別
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
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る
。
広
く
日
本
の
「
舞
踊
」
を
考
え
よ
う
と
す
る
士
行
に
と
っ
て
「
歌
舞
伎
舞
踊
」
は
徳
川
時
代
の
特
殊
な
一
形
態
で
し
か
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
「
日
本
舞
踊
」
の
代
表
格
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
正
否
が
検
討
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
疑
問
が
持

た
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
国
立
劇
場
開
場
に
向
け
て
古
典
復
元
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
対
す
る
、
疑
問
と
危
機
感
の

表
明
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
士
行
は
「
日
本
舞
踊
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
か
。
次
節
で
は

「
歌
舞
伎
舞
踊
の
長
所
短
所
」
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
「
舞
踊
の
本
質
」
か
ら
、
そ
の
答
え
を
探
り
た
い
。

②
「
舞
踊
の
本
質
」

「
舞
踊
の
本
質
」
は
、
前
節
で
見
て
き
た
「
歌
舞
伎
舞
踊
の
長
所
短
所
」
掲
載
の
翌
年
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
八
月

か
ら
十
月
ま
で
三
回
に
亘
っ
て
『
芸
能
』
に
連
載
さ
れ
た
。
内
容
の
検
討
に
入
る
前
に
「
舞
踊
の
本
質
」
と
い
う
論
題
が
、
士
行

の
舞
踊
研
究
に
お
け
る
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
既
述
の
ご
と
く
、
士
行
が
早
稲
田
大
学
文

学
部
英
文
科
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
は
、
舞
踊
論
で
あ
っ
た
。
逍
遙
の
意
に
沿
わ
な
か
っ
た
と
い
う
そ
の
内
容
を
、
士
行
は
座
談

会（
15

）
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

そ
の
時
分
ま
だ
ダ
ン
ス
の
研
究
と
い
う
の
は
、
殆
ど
誰
も
し
て
い
な
い
ん
で
す
、
ま
た
本
も
来
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ

の
と
き
に
あ
る
も
の
を
読
ん
で
論
文
を
書
い
た
つ
も
り
で
す
。
そ
う
す
る
と
逍
遙
の
『
新
楽
劇
論
』
と
い
う
の
は
、
あ
れ
は

舞
踊
論
で
は
な
い
ん
で
す
。
楽
劇
論
な
ん
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ド
ラ
マ
と
い
う
か
、
ワ
グ
ネ
ル
の
研
究
が
土
台
に
な
っ
て

い
る
。
ワ
グ
ネ
ル
は
オ
ペ
ラ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ご
承
知
の
通
り
日
本
人
は
耳
の
方
は
駄
目
で
眼
の
方
が
こ
え
て
い
る
。
踊



240

学習院大学人文科学論集ⅩⅩⅡ（2013）

り
と
い
う
も
の
は
、
日
本
人
大
変
得
意
で
あ
る
か
ら
、
声
楽
の
代
り
に
舞
踊
で
劇
を
や
っ
て
と
い
う
、
ワ
グ
ネ
ル
を
日
本
式

に
焼
き
直
し
た
議
論
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
く
ま
で
も
劇
が
中
心
で
す
。
舞
踊
が
中
心
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を

や
る
か
と
い
う
劇
が
中
心
な
ん
で
す
。
私
が
書
い
た
の
は
舞
踊
論
な
ん
で
す
。
舞
踊
論
と
今
の
劇
の
研
究
と
い
う
の
は
相
い

れ
な
い
、
と
い
う
の
が
私
の
説
な
ん
で
す
。
音
楽
に
合
せ
て
肉
体
を
動
か
し
て
行
く
と
い
う
の
が
舞
踊
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
何
を
演
ず
る
か
と
い
う
劇
的
な
発
展
は
第
二
次
的
な
問
題
で
、
こ
れ
が
中
心
に
な
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
よ
う
な
わ

け
な
ん
で
す
よ
。

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
逍
遙
か
ら
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
そ
の
他
の
論
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
舞
踊
を
論
ず
る
も
の
は
な
い
だ

ろ
う
か
ら
、
そ
う
い
う
特
殊
な
演
目
を
選
ん
で
書
い
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
与
え
ら
れ
た
と
い
う
が
、
明
治
四
十
年
頃
に
、

逍
遙
の
『
新
楽
劇
論
』
を
舞
踊
論
の
観
点
か
ら
批
判
し
た
段
階
で
、
す
で
に
士
行
の
舞
踊
研
究
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
音
楽
に
合
せ
て
肉
体
を
動
か
し
て
い
く
〔
…
〕
舞
踊
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
洋
行
や
宝
塚
歌
劇
で
の
経
験
を
経
て
『
舞
踊

及
歌
劇
大
観
』（
前
出
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
士
行
は
同
書
の
序
文
で
、
自
分
の
望
み
は
「
専
門
的
に
、
細
微
に
立
入
っ
て
の
完

成
を
期
す
る
大
著
を
出
す
事
」
に
は
な
く
、「
む
し
ろ
広
く
一
般
読
者
に
、
ご
く
一
般
の
、
と
云
っ
て
も
決
し
て
浅
薄
無
価
値
で

な
い
、
正
確
な
舞
踊
と
歌
劇
に
お
い
て
の
知
識
な
り
概
念
を
与
へ
」
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
が（
16

）、
目
次
を
一
瞥
す
る
と
、

「
舞
踊
」
の
項
で
「
第
一
篇　

西
洋
舞
踊
略
史
」、「
第
二
篇　

日
本
舞
踊
略
史
」
に
続
き
、「
第
三
篇　

舞
踊
の
本
質
」
を
挿
ん
だ

後
に
「
第
四
篇　

舞
踊
界
の
革
新
運
動
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
舞
踊
革
新
の
た
め
に
は
ま
ず
「
舞
踊
の
本
質
」
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
士
行
の
考
え
方
が
、
こ
の
時
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
士
行
は
「
最
後
の
、
最
も
判
然

た
る
舞
踊
の
定
義
」
を
「
舞
踊
と
は
人
間
の
肉
体
を
も
っ
て
何
ら
か
の
情
景
を
リ
ヅ
ミ
カ
ル
に
表
現
す
る
芸
術
で
あ
る
」（
一
一
〇
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頁
）
と
断
言
し
て
お
り
、
こ
の
定
義
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
刊
の
『
ダ
ン
ス
通
』（
前
出
）
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

士
行
が
『
芸
能
』
に
「
舞
踊
の
本
質
」
を
寄
稿
し
た
の
は
、『
舞
踊
及
歌
劇
大
観
』
刊
行
か
ら
約
四
十
年
後
で
あ
る
。

「
舞
踊
の
本
質
（
一
）」
で
は
、
数
多
あ
る
外
国
の
舞
踊
関
係
の
書
籍
に
も
「
そ
も
そ
も
ダ
ン
ス
の
本
質
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
」
に
つ
い
て
の
評
論
が
少
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
逆
に
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
乃
至
著
者
な
り
の
見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に

本
質
的
な
定
義
を
つ
か
み
出
す
こ
と
の
困
難
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
と
こ
ろ
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
論
説
の
共
通
点
と
し

て
、
舞
踊
（
ダ
ン
ス
）
は
「
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
肉
体
の
動
き
を
基
礎
と
す
る
」
と
い
う
点
を
挙
げ
る
。
士
行
は
、
宇
宙
や
自
然
現
象

自
体
に
、
ま
た
人
間
に
も
原
初
か
ら
「
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、
加
え
て
舞
踊
の
起
源
に
は
「
性
に
関
す
る
衝

動
」
が
根
本
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
か
ら
「
己
等
の
生
存
の
安
全
を
は
か
る
と
い
う
本
能
を
基
」
と
す
る
動
き
と
し
て
、

「
己
等
に
危
害
を
加
え
る
も
の
を
恐
れ
、
避
け
、
幸
い
を
与
え
る
も
の
を
う
や
ま
い
尊
ん
で
、
祈
り
願
う
」
も
の
と
「
己
等
の
願

望
が
成
就
さ
れ
、
種
族
繁
栄
が
保
証
さ
れ
た
時
の
感
謝
歓
喜
」
と
い
う
二
種
の
行
為
を
挙
げ
、
そ
の
後
の
展
開
を
述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
な
原
始
的
衝
動
に
よ
つ
て
行
な
わ
れ
始
め
た
人
間
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
作
は
、
や
が
て
人
智
の
発
達
に
伴
つ

て
、
単
純
か
ら
複
雑
へ
、
自
然
か
ら
技
巧
へ
と
進
み
、
性
交
の
衝
動
を
基
と
し
て
の
、
異
性
を
誘
引
す
る
求
愛
の
ダ
ン
ス
や
、

祈
念
の
た
め
の
宗
教
的
舞
踊
や
、
歓
喜
の
群
舞
以
外
に
も
、
狩
猟
の
予
備
や
練
習
を
か
ね
て
の
ダ
ン
ス
、
鳥
獣
類
の
動
作
を

模
倣
し
て
興
ず
る
舞
踊
、
互
い
の
親
和
友
睦
の
た
め
の
社
交
ダ
ン
ス
等
々
、
功
利
本
能
、
遊
戯
本
能
、
芸
術
本
能
な
ど
に
従

つ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
舞
踊
が
工
夫
さ
れ
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
同
じ
起
源
を
も
つ
て
い
た
」
と
考
え
ら
れ
る
舞
踊
の
進
化
や
変
化
は
、
歳
月
だ
け
で
な
く
、
土
地
の
特
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性
や
気
候
風
土
、
衣
食
住
の
影
響
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
上
で
、
士
行
は
日
本
の
「
舞
台
舞
踊
」
の
持
つ
特
殊
性
に
目

を
向
け
る
。

舞
踊
の
み
に
限
ら
ず
、
衣
、
食
、
住
の
三
つ
が
吾
々
の
生
活
の
す
べ
て
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
住
居
の
様
式
の
た
め
に
甚
し
い
影
響
を
受
け
た
点
に
お
い
て
、
日
本
の
舞
台
舞
踊
ほ

ど
特
殊
な
例
は
他
に
類
を
見
な
い
。
そ
れ
を
長
所
と
見
る
か
短
所
と
す
る
か
は
、
人
々
の
解
釈
次
第
で
あ
る
が
、
す
く
な
く

と
も
三
百
年
来
座
居
生
活
に
馴
ら
さ
れ
た
日
本
人
は
、
現
在
ま
で
も
、
肉
体
的
に
い
わ
ゆ
る
長
胴
の
短
か
足
、「
ガ
ニ
股
」

の
形
を
受
け
継
ぐ
運
命
を
負
わ
さ
れ
て
来
た
が
、
従
つ
て
舞
踊
も
、
技
巧
的
な
も
の
ほ
ど
、
そ
の
座
居
生
活
を
基
と
し
た
、

い
わ
ば
変
態
的
な
舞
踊
が
圧
倒
的
に
多
く
な
つ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

最
後
に
突
如
示
さ
れ
る
士
行
の
歌
舞
伎
舞
踊
観
は
、
前
出
の
「
歌
舞
伎
舞
踊
の
長
所
短
所
」
を
踏
襲
し
て
お
り
、
舞
踊
の
起
源

を
遡
求
す
る
こ
こ
で
の
議
論
は
、
歌
舞
伎
舞
踊
が
「
舞
踊
の
本
質
」
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
壮
大
な
試

み
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
回
で
は
舞
踊
の
歴
史
や
地
理
的
な
側
面
か
ら
の
考
察
が
行
わ
れ
た
が
、
第
二
回
で
は
、
地
理
的
条
件
な
ど
で
は
な
く
「
あ

ら
ゆ
る
舞
踊
、
あ
ら
ゆ
る
ダ
ン
ス
」
を
「
五
つ
の
種
類
に
分
け
て
」
検
討
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
五
つ
の
種
類
と
は
「
宗
教
舞
踊
」

「
民
俗
舞
踊
」「
社
交
舞
踊
」「
体
育
舞
踊
」「
舞
台
舞
踊
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
狙
い
を
士
行
は
、

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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他
の
四
つ
が
自
主
的
な
舞
踊
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
舞
台
舞
踊
は
、
人
に
見
せ
、
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
の
舞
踊

と
い
う
点
で
、
全
く
別
種
に
考
え
る
べ
き
だ
と
の
説
が
必
ら
ず
出
て
来
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
予
期
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
敢
て
私
が
こ
う
五
つ
に
分
け
て
考
え
た
い
と
い
う
の
は
、
と
か
く
在
来
の

―
と
く
に
日
本
の

―
舞
踊
の
研
究
や

評
論
で
は
、
舞
台
舞
踊
に
注
意
が
集
中
さ
れ
る
結
果
、
あ
る
意
味
で
は
、
そ
の
舞
台
舞
踊
の
根
幹
で
あ
る
筈
の
他
の
四
つ
が

軽
視
さ
れ
勝
ち
な
の
を
、
是
正
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
極
端
な
言
い
方
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

舞
台
舞
踊
以
前
の
、
す
な
わ
ち
、
私
の
分
類
に
よ
つ
て
の
前
の
四
種
に
こ
そ
、
舞
踊
の
本
質
の
純
粋
さ
が
こ
も
つ
て
い
る
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。

舞
台
舞
踊
を
除
い
た
四
種
の
舞
踊
に
共
通
す
る
「
舞
踊
の
本
質
の
純
粋
さ
」
を
、
士
行
は
「
人
の
見
る
目
を
意
識
す
る
前
に
、

ま
ず
内
か
ら
湧
き
出
す
感
情
に
動
か
さ
れ
て
、
舞
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
踊
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ぬ
か
ら
ダ
ン
ス
す
る
」
と
こ
ろ
に

見
出
し
て
い
る
。
無
論
そ
う
し
た
舞
踊
に
も
、
美
意
識
や
芸
術
性
に
対
す
る
試
み
は
な
さ
れ
る
が
、「
舞
踊
、
ま
た
、
ダ
ン
ス
の

源
は
、
人
間
が
自
己
の
感
情
を
、
肉
体
を
通
し
て
、
旋
律
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
」
と
こ
ろ
に
発
す
る
と
し
、「
歌
が
感
情
の

本
能
的
叫
び
で
あ
る
に
対
し
、
ダ
ン
ス
は
抒
情
的
身
振
り
な
の
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
締
め
括
る
。

前
二
回
に
お
い
て
歴
史
的
、
分
類
的
に
舞
台
舞
踊
の
特
殊
性
を
述
べ
た
上
で
、
第
三
回
に
よ
う
や
く
舞
台
舞
踊
の
現
状
が
俎
上

に
載
せ
ら
れ
る
。
西
洋
の
バ
レ
エ
や
ダ
ン
ス
の
隆
盛
の
み
な
ら
ず
、
士
行
は
日
本
で
も
洋
舞
系
の
人
々
が
「
日
本
の
題
材
を
取
上

げ
て
、
日
本
人
独
特
の
バ
レ
エ
を
創
始
し
よ
う
と
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
事
」
と
述
べ
、「
音
楽
や

衣
裳
等
の
工
夫
に
物
足
ら
ぬ
点
は
多
々
あ
る
も
の
の
、
さ
す
が
に
舞
踊
の
本
質
を
逸
脱
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
」
と
評
し
て

い
る
。
そ
し
て
「
欧
米
の
バ
レ
エ
と
並
称
さ
れ
る
我
国
の
い
わ
ゆ
る
歌
舞
伎
舞
踊
を
一
瞥
し
て
、
す
ぐ
気
の
つ
く
事
は
、
歌
舞
伎
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舞
踊
は
舞
踊
中
心
の
芸
能
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
」
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
一
と
口
に
歌
舞
伎
舞
踊
と
い
つ
て
も
、そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ
る
。
ご
く
大
ざ
つ
ぱ
に
分
け
て
も
〔
…
〕

三
つ
〔
振
事
所
作
事
、
変
化
物
、
松
羽
目
物

―
引
用
者
注
〕
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
三
つ
の
い
ず
れ
も
が
、

歌
舞
伎
役
者
の
余
伎
…
…
と
言
つ
て
悪
け
れ
ば
、
兼
業
…
…
で
あ
つ
て
、
純
然
た
る
舞
踊
手
は
一
人
も
居
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。

振
付
師
は
舞
台
に
上
が
ら
ず
、
舞
台
に
上
が
る
の
は
皆
「
純
然
た
る
舞
踊
手
」
で
は
な
い
歌
舞
伎
役
者
で
あ
る
た
め
、
動
き
や

表
情
が
演
劇
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い（
17

）。
こ
の
よ
う
に
十
七
世
紀
初
頭
に
勃
興
し
た
「
歌
舞
伎
お
ど
り
」
が
演
劇
に
呑
み
こ

ま
れ
た
原
因
と
し
て
、
士
行
は
野
郎
歌
舞
伎
が
許
可
さ
れ
た
際
の
「
物
真
似
狂
言
尽
し
を
演
ず
べ
し
」
と
い
う
条
件
が
「
そ
の
後

二
百
数
十
年
間
に
わ
た
つ
て
日
本
の
舞
台
舞
踊
を
致
命
的
に
委
縮
さ
せ
た
」
と
指
摘
す
る
。

歌
舞
伎
舞
踊
の
み
な
ら
ず
、
逍
遙
の
『
新
楽
劇
論
』
お
よ
び
以
後
の
新
作
ま
で
も
が
、
士
行
か
ら
見
れ
ば
「
劇
的
で
あ
り
、
物

語
の
説
明
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
プ
レ
エ
」
で
あ
り
、「
舞
踊
よ
り
も
ゼ
ス
チ
ュ
ア
（
振
り
）
が
要
求
さ
れ
」
る
「
悲
し
む

べ
き
」
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
評
論
家
や
作
家
の
態
度
に
よ
っ
て
生
じ
て
は
い
る
が
、「
そ
の
一
半
の
責
任
は
舞
踊
手

達
の
保
守
性
と
不
勉
強
」
に
も
起
因
し
て
い
る
、
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
士
行
は
従
来
の
振
事
、
所
作
事
中
心
の
舞
台
舞
踊
を
否

定
し
て
は
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
舞
踊
の
本
質
を
生
か
し
た
芸
術
の
創
作
と
は
、
別
問
題
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
保
守
的
」
な
舞
台
舞
踊
の
世
界
に
変
化
が
齎
さ
れ
た
の
は
、
坪
内
逍
遙
の
『
新
楽
劇
論
』
と
『
新
曲
浦
島
』
の
発

表
か
ら
約
十
年
後
に
現
れ
た
「
藤
蔭
会
」（
18

）
の
活
躍
で
あ
る
と
い
う
。
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大
正
六
年
の
第
一
回
の
藤
蔭
会
結
成
以
来
、「
思
凡
」
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
傑
作
は
、
振
事
、
所
作
事
の
カ
ラ
を
破
つ
た

舞
踊
で
あ
り
、
か
の
女
自
身
、
こ
こ
に
初
め
て
歌
舞
伎
や
劇
か
ら
離
れ
た
、
独
立
の
舞
台
舞
踊
在
り
と
い
う
誇
り
を
実
地
に

示
し
た
者
と
し
て
、
そ
の
功
績
は
将
来
特
筆
大
書
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
藤
蔭
会
以
降
の
「
舞
踊
の
本
質
に
徹
し
よ
う
と
の
努
力
の
下
に
な
さ
れ
た
」、
戦
前
・
戦
後
の
舞
踊
家
た
ち
の
試
み

を
列
挙
し
、「
舞
踊
」
の
創
作
を
め
ざ
す
日
本
舞
踊
家
た
ち
が
「
鋭
い
近
代
感
覚
の
ひ
ら
め
き
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
ま
こ
と
に

心
強
く
、
頼
も
し
い
限
り
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

た
だ
し
、
右
記
の
よ
う
な
「
舞
踊
の
本
質
に
生
き
ん
と
す
る
新
ら
し
い
試
み
」
に
つ
い
て
、
士
行
は
二
点
の
課
題

―
①
「
音

楽
面
の
研
究
や
協
力
」
と
「
和
洋
の
区
別
の
な
い
渾
然
た
る
新
日
本
音
楽
」
の
創
作
、
②
「
新
時
代
に
適
応
す
る
新
日
本
衣
裳
の

工
夫
」

―
を
提
示
し
て
い
る
。
と
く
に
衣
裳
に
関
し
て
は
、
男
性
の
紋
付
き
袴
お
よ
び
女
性
の
裾
模
様
の
裾
を
引
い
た
「
素
踊

り
」
形
式
に
対
す
る
疑
問
を
示
し
て
い
る（
19

）。

起
源
に
ま
で
遡
る
と
こ
ろ
か
ら
「
舞
踊
の
本
質
」
を
考
察
し
、
歌
舞
伎
舞
踊
に
囚
わ
れ
な
い
新
た
な
「
舞
踊
」
創
作
へ
の
期
待

を
寄
せ
な
が
ら
も
、
士
行
は
「
い
か
に
舞
踊
の
本
質
に
徹
し
た
動
作
と
雖
も
、
そ
の
表
現
の
方
法
が
当
を
え
な
け
れ
ば
、
人
の
魂

を
ゆ
す
る
ほ
ど
の
迫
力
が
生
ず
る
わ
け
が
な
い
」
と
、
舞
台
舞
踊
に
お
け
る
音
楽
や
美
術
の
重
要
性
に
も
注
意
を
喚
起
し
、「
日

本
の
舞
台
舞
踊
界
は
、
目
覚
め
た
舞
踊
手
、
作
曲
家
、
美
術
家
が
輩
出
し
、
三
者
鼎
立
、
提
携
し
、
目
醒
ま
し
い
活
躍
を
せ
ん
時

代
を
待
ち
望
む
こ
と
久
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。
逍
遙
に
始
ま
っ
た
日
本
の
舞
踊
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
中
で
見
落
と
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
、
士
行
な
ら
で
は
の
日
本
舞
踊
論
と
い
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

士
行
の
日
本
舞
踊
に
関
す
る
議
論
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
論
考
以
外
で
も
、〈
日
本
舞
踊
と
は
何
か
〉
と
い
う
本
質
的
な
問
い

に
基
づ
い
て
い
る
。
舞
踊
研
究
家
・
評
論
家
と
し
て
の
士
行
は
、
逍
遙
の
舞
踊
劇
運
動
や
小
林
一
三
の
国
民
劇
お
よ
び
洋
楽
に
よ

る
邦
舞
の
上
演
等
に
も
関
与
し
て
い
た
時
代
を
経
て
、
近
代
以
前
の
「
振
事
・
所
作
事
」
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
舞
踊
の
本

質
」
を
志
向
す
る
新
た
な
「
日
本
舞
踊
」
作
品
の
創
作
に
期
待
を
寄
せ
る
と
い
う
独
自
の
立
場
か
ら
、
日
本
舞
踊
界
と
の
関
わ
り

を
終
生
持
ち
続
け
た
。
本
稿
は
そ
の
考
え
方
の
根
本
と
な
る
、
い
わ
ば
〈
士
行
の
日
本
舞
踊
論
〉
を
探
る
試
み
と
な
っ
た
。
今
後

は
他
の
論
考
や
、
実
際
の
上
演
に
対
す
る
舞
踊
評
論
の
分
析
を
通
し
て
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
回
は
『
芸
能
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
に
沿
っ
た
形
で
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
逍
遙
の
振
事
劇
論
か
ら
舞
踊
論
へ

の
変
遷
と
、
士
行
の
逍
遙
観
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
逍
遙
研
究
に
も
新
た
な
視
座
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

付
記

本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
特
別
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
近
現
代
の
国
際
（
東
西
）
交
流
か
ら

生
み
出
さ
れ
る｢

日
本
（
人
）｣

の
イ
メ
ー
ジ
」（
研
究
代
表
者
・
中
野
春
夫
教
授
）
の
研
究
成
果
と
し
て
報
告
書
に
筆
者
が
寄
稿
し
た
「
坪

内
士
行
と
日
本
舞
踊
・
序
説
」
を
基
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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注
（
1

）  

「
舞
踊
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
郡
司
正
勝
「
逍
遙
の
「
舞
踊
」
と
い
う
語
」（『
坪
内
逍
遙　

研
究
資
料
』
第
七
集
、
新
樹
社
、

一
九
七
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
2

）  
「
日
本
舞
踊
の
現
在
及
将
来
」（『
新
小
説
』
一
九
〇
八
年
二
月
）

（
3

）  

こ
こ
で
は
、
山
本
二
郎
（『
演
劇
百
科
大
事
典　

第
四
巻
』
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
、
三
九
頁
）、
山
本
二
郎
（『
日
本
近
代
文
学

大
事
典　

第
二
巻
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年
、
四
〇
七
頁
）、
印
南
喬
（『
坪
内
逍
遙
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
二
四
四
〜

二
四
五
頁
）、「
た
よ
り
の
広
場　

訃
報　

坪
内
士
行
氏
」（『
邦
楽
と
舞
踊
』
一
九
八
六
年
五
月
、
五
四
頁
）、「
舞
踊
往
来　

東
京

（
そ
の
他
）　

坪
内
士
行
氏
」（『
日
本
舞
踊
』
一
九
八
六
年
五
月
、
四
二
頁
）、
印
南
喬
「
追
悼　

坪
内
士
行
さ
ん
」（『
芸
能
』

一
九
八
六
年
五
月
、
二
一
〜
二
三
頁
）
な
ど
の
記
述
を
参
照
し
た
。

（
4

）  

後
に
、
吉
田
精
一
監
修
『
近
代
作
家
研
究
叢
書
二
五　

坪
内
逍
遙
研
究
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
）
と
し
て
復
刻
。

（
5

）  

な
お
、
同
書
の
第
六
章
第
五
節
に
は
「
坪
内
士
行
著
作
目
録
」
が
付
さ
れ
、
大
正
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
の
演
劇
関
連
の
論
考

が
数
多
く
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
舞
踊
に
関
す
る
論
稿
は
ほ
ぼ
完
全
に
欠
落
し
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き

た
い
。

（
6

）  

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、【
総
記
】『
舞
踊
及
歌
劇
大
観
』、【
舞
踊
論
】「
歌
舞
伎
舞
踊
の
長
所
短
所
」（『
芸
能
』

一
九
四
六
年
一
月
〜
三
月
）、「
舞
踊
の
本
質
」（『
芸
能
』
一
九
四
七
年
九
月
〜
十
月
）【
そ
の
他
】「
坪
内
逍
遙
と
そ
の
舞
踊
運
動

（
新
舞
踊
史
一
〇
）」（『
邦
楽
と
舞
踊
』
一
九
五
二
年
一
月
）、「
逍
遙
の
舞
踊
劇
運
動
」（『
綜
合
世
界
文
芸
』
一
九
五
九
年
五
月
）、

「
新
舞
踊
運
動
を
め
ぐ
っ
て
（
座
談
会
）」（『
文
学
』
一
九
六
〇
年
十
月
）
で
あ
る
。

（
7

）  

な
お
、
如
月
青
子
は
舞
踊
評
論
家
で
あ
る
。

（
8

）  

士
行
と
同
年
に
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
た
、
邦
楽
研
究
家
の
町
田
佳
聲
（
一
八
八
八
〜
一
九
八
一
）
の
没
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
9

）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
十
月
二
十
五
日
夕
刊
（
六
面
）

（
10

）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
四
年
四
月
二
十
九
日
朝
刊
（
七
面
）

（
11

）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
七
年
五
月
十
六
日
朝
刊
（
十
面
）
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（
12

）  

「
編
集
手
帖
」（『
芸
能
』
再
刊
第
一
号
、
一
九
五
九
年
二
月
、
一
〇
八
頁
）

（
13

）  

な
お
、
こ
の
新
熟
語
「
舞
踊
」
の
発
生
に
つ
い
て
士
行
は
、
確
説
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
明
治
二
十
七
年
に
逍
遙
が
記
し
た
年

譜
に
「
此
年
秋
頃
よ
り
家
庭
に
て
舞
踊
及
び
劇
の
稽
古
を
始
る
」
と
い
う
一
文
を
根
拠
に
、
最
初
の
使
用
者
を
逍
遙
で
あ
る
と
推
論

し
て
い
る
。

（
14

）  

後
に
、
財
団
法
人
逍
遙
協
会
編
で
、
第
一
書
房
よ
り
一
九
七
五
年
に
復
刻
出
版
。

（
15

）  

村
松
定
孝
・
坪
内
士
行
・
本
間
久
雄
・
秋
庭
太
郎
「
逍
遙
と
演
劇
（
二
）」（
稲
垣
達
郎
・
岡
保
生
編
『
座
談
会　

坪
内
逍
遙
研

究
』
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、
一
九
七
六
年
、
二
〇
七
〜
二
一
七
頁
。
初
出
は
『
学
苑
』
一
九
六
七
年
十
二
月
）

（
16

）  
『
舞
踊
及
歌
劇
大
観
』
序
、
一
〜
二
頁
。

（
17

）  

振
付
師
に
関
し
て
は
、
後
に
「
振
付
並
に
振
付
師
に
つ
い
て
（
一
）
〜
（
四
）」（『
芸
能
』
一
九
七
三
年
九
月
〜
十
二
月
）
で
更

な
る
考
察
が
な
さ
れ
る
。

（
18

）  

「
藤
蔭
会
」
の
中
心
に
い
た
女
性
舞
踊
家
、
藤
蔭
静
樹
（
一
八
八
〇
〜
一
九
六
六
）
は
女
性
舞
踊
家
初
の
文
化
功
労
者
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
「
た
ま
た
ま
選
定
委
員
で
あ
っ
た
」
士
行
が
推
薦
し
た
四
名
の
う
ち
に
藤
蔭
と
新
派
俳
優
・
花
柳

章
太
郎
が
お
り
、
二
人
が
一
挙
に
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
ま
こ
と
に
よ
い
事
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
、

『
越
し
か
た
九
十
年
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
19

）  

素
踊
り
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
後
に
「
私
の
素
踊
り
論
」（『
芸
能
』
一
九
七
三
年
三
月
）
で
更
な
る
考
察
が
な
さ
れ
る
。
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A
 study of T

subouchi Shikô and N
ihon B

uyô

H
A

SH
IM

O
T

O
, A

sako

A
 study of N

ihon B
uyô (T

he Japanese C
lassical D

ance) started by T
subouchi Shôyô (1859–1935). H

e published Shin 

gakugeki ron and Shinkyoku U
rashim

a in 1904. T
hen he established N

ihon B
uyô as a new

 kind of dance, in both 

theoretically and practically.

T
subouchi S

hikô (1887–1986) S
hôyô’s nephew

, engaged in S
hôyô’s study of B

uyô from
 his childhood, and also 

contributed to develop N
ihon B

uyô. H
ow

ever, several studies have been m
ade on T

subouchi Shikô w
ere focused on his 

studies of Shôyô, theater w
orks in the T

akarazuka, and studies of Shakespeare, untill now
. T

herefore, little attention has 

been given to his achievem
ent in the field of N

ihon B
uyô.

T
he purpose of this paper is to exam

ine the point about N
ihon B

uyô by T
subouchi Shikô, and to position him

 into the 

history of N
ihon B

uyô studies. First, I describe T
subouchi Shikô's brief history, and clarify his conventional evaluation, by 

arranging preceding studies. T
hen, I follow

 his w
hole life w

ith relation to N
ihon B

uyô. Further, I analyze his essays on 

N
ihon B

uyô w
ritten in the m

agazine G
einô. 

T
subouchi Shikô probed “the essence of B

uyô (dance)” by exploring the origin of dance. A
nd he objected to regard 

K
abuki B

uyô as a m
odel of N

ihon B
uyô. H

e expected artists to create new
 w

ork, based on “the essence of B
uyô”, that is, 

m
ore free from

 K
abuki B

uyô.
（
身
体
表
象
文
化
学
専
攻　

博
士
前
期
課
程
修
了
）




